
「地域力が 区民の
 暮らしを支える おおた」をめざして

～地域力・国際都市 おおた～～地域力・国際都市 おおた～

安らぎと潤い、安全・安心のまちづくりを18の地域色を活かしながら実現していきます。

「未来へ躍動する
 国際都市 おおた」をめざして

●高齢者の就労・起業支援の実施
●元気高齢者の交流の場づくり
●健康づくりの推進
●障がい者の就労支援、ふれあい広場の実施
●（仮称）障害者総合サポートセンターの設置
●地域医療連携の推進　など

1. 地域は、そこに住み、働き、学ぶなど、その地域に関わる区民一人ひとりによって構成され、支えられています。また、地域
社会においては、人やまちへの思いやりの心と規範意識を持ち、社会的なルールを尊重することが重要です。

2. 暮らしやすいまちの実現には、区民一人ひとりの力が必要であり、この力が地域力の源です。そして、一人ひとりの力を結
びつけることで地域力はさらに強くなります。

3. 自治会・町会、事業者、団体・NPO、区など、地域を構成する様々な主体が連携・協働することによって、地域力はさらに
高まります。

4. 歴史や文化、自然環境、まちなみ、産業など、地域の特徴を活かすことで、魅力ある地域力を創造することができます。
5. 防犯・防災、福祉、子育て、教育、環境、産業、国際交流、まちの魅力づくりなど、多様化する地域課題を解決するために
は、地域力が大切です。

大田区における「地域力」の基本的な考え方

大田区10か年計画は、
平成20年10月14日、大田区議会において議決された
「大田区基本構想」に基づく計画であり、
将来像として掲げた「地域力が区民の暮らしを支え、
未来へ躍動する国際都市　おおた」の実現に向けて、
施策展開の方向を総合的かつ体系的に示したものです。

1. 区内で暮らし、学び、働く外国人、区を来訪する外国人にとって魅力的なまちであり、日本人が有する「思いやり」「おもて
なし」といった精神がまちの表情に現れている都市であること。

2. 多様な歴史、文化を有する外国人が一人ひとりの個性と能力を発揮できているとともに、多彩な交流により地域とつな
がり、地域の一員として共生が図られている都市であること。

3. 羽田空港が国際化することにより、増加する在住外国人及び外国人観光客が安心して、暮らし、訪れ、回遊できている都
市であること。

4. 海外からたくさんの外国人が訪れる区として、大田区平和都市宣言を踏まえ、世界の人と力を合わせて、大切な平和を
守る都市であること。

5. 多彩な連携により地域内産業が国際化を活かしたビジネスを展開し、地域内産業が活性化され、にぎわいある都市であ
ること。

大田区における「国際都市」の基本的な考え方

人・もの・技術を世界に送り出している大田区が、
国際都市として都市と人々をつなぐ役割を積極的に担っていきます。

海外からの玄関口として、
外国人が訪れたくなる
魅力あるまちをつくります
●日本の玄関口にふさわしい景観
形成

●新たな観光スポットの発掘
●多言語による大田区の魅力の
紹介

羽田空港の国際化を機に、
さらに高度で利便性の高い
交流機能を担う
拠点をつくります
●新空港線「蒲蒲線」等による交
通アクセスの改善

●臨海部の道路整備による交通
渋滞解消

●空港跡地におけるにぎわいのあ
る交流拠点づくり

産業の国際競争力を支え、
世界につながり、
飛躍するまちをつくります
●中小企業の海外展開支援
●環境技術の開発支援
●おおたブランドの世界への発信
●姉妹都市・友好都市交流

外国人にとって住みやすく、
働きやすいまちをつくります
●区内在住外国人への相談体制
の強化
●生活・文化交流の促進
●誰にもわかりやすいサイン整備
●（仮称）多文化共生推進プラン
の策定
●（仮称）多文化共生推進セン
ターの整備
●外国人のための日本語教室の充実
●国際理解教育の推進

訪れる
外国人観光客が
立寄りたいまち

迎える、
飛び立つ
羽田空港の
国際化活用

暮らす
外国人が

暮らしやすいまち

つながる
世界と

つながるまち

国際都市国際都市国際交流
拠点都市 多文化共生

健康・福祉・医療
●子ども、高齢者、障がい者、外国人など、災
害時要援護者支援の推進

●防災情報基盤の整備（区民安全・安心メー
ルの運用、緊急地震速報機器の導入など）
●災害時相互支援体制の整備（災害時相互
支援プランの策定支援、防災コーディネー
ターの派遣など）
●地域力を活かした防犯活動の支援
●子どもや高齢者などの地域の見守り体制の
充実　など　

安全・安心

●次世代ものづくり人材育成、教育機関との
連携促進

●ふれあい商店街事業
●環境にやさしいエコライフの普及
●ごみ減量・区民69万人周知作戦の実施
●産・学・官の協働による水質浄化対策の推進
　など

産業・環境

●地域で「子育て・子育ち・親育て」の支援
●インターネットを活用した子育て応援サイト
の充実
●地域力を活かした学校づくり
●放課後の安全な居場所づくり
●学びの成果を活かした支えあいの地域づくり
●地域で活躍する人材づくり　など

子育て・教育

●（仮称）地域文化振興プランの策定・実施
●ものづくりのまち体験ツアーの実施
●にぎわいを生み出すスポットづくり
●誰にもわかりやすいサイン整備
●シティセールスの実施
●おおた商い観光展の開催

文化・観光
●地域力応援基金助成事業の実施
●（仮称）18色の地域力応援プログラムの策
定・実施

●NPO・区民活動フォーラムの開催
●（仮称）おおたコミュニティカレッジの開校
●特別出張所機能の活性化　など
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「大田区基本構想」に掲げる区の方向性

地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた

基本目標

基本理念

基本目標

1
基本目標

2

基本目標

3
生涯を健やかに
安心していきいきと
暮らせるまち

区民が自ら考え行動し、
まちの未来を拓きます

人と人とのつながりが、
優しいまちをつくります

安心と魅力をそなえた都市を
次世代へと贈ります

まちの魅力と産業が
世界に向けて
輝く都市

ま ち

地域力と行政の
連携がつくる
人と地球に優しいまち

子育て・教育・保健・福祉

都市基盤・空港臨海部・産業

地域力・環境・区政体制

将来像

ひら

ま ち

大田区10か年基本計画
『おおた未来プラン10年』の
作成にあたって

　大田区は、20年後の区のめざすべき将来像を提示するとともに、区政運営の基本となる考
え方をまとめた基本構想を策定するにあたって、平成19年９月に大田区基本構想審議会を設
置しました。平成20年３月には、審議会から基本構想及び基本計画策定の基礎となる考え方
についての答申をいただき、基本構想につきましては、平成20年10月14日の区議会において
議決をいただきました。

　この基本計画は、基本構想を実現するための具体的な施策を体系的にまとめたものであ
り、平成21年度から30年度までの10か年の計画となっています。計画の作成にあたっては、
審議会答申のうち、「大田区基本計画の策定にかかる基本的考え方について」を基本に、区民
アンケート調査や意見募集、基本構想の区民意見公募手続（パブリックコメント）などでいた
だいたご意見を参考にしております。

　昨年12月に、基本計画（素案）を区民の皆様にお知らせし、広くご意見をいただくため、パブ
リックコメントを実施いたしました。また、区民の皆様から直接ご意見を伺う場として、意見交
換会を開催いたしました。区民や団体、区議会の皆様から寄せられた、多くのご意見を参考
に、この度、基本計画を策定いたしました。ご意見、ご提案をお寄せいただいた皆様に、改めて
心より感謝申しあげます。

　基本構想に掲げる将来像「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市　おお
た」の実現をめざし、区民の皆様とともに、「おおた未来プラン10年」を確実かつ着実に実施し
てまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

平成21年3月

大田区長

大田区10か年基本計画
「おおた未来プラン１０年」概要版
平成21年３月
発行／大田区　経営管理部

東京都大田区蒲田5丁目13番14号
電話：03-5744-1124（直通）　FAX：03-5744-1502
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　基本構想に掲げる将来像「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市　おお
た」の実現をめざし、区民の皆様とともに、「おおた未来プラン10年」を確実かつ着実に実施し
てまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
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大田区長
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「おおた未来プラン１０年」概要版
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「地域力が 区民の
 暮らしを支える おおた」をめざして

～地域力・国際都市 おおた～～地域力・国際都市 おおた～

安らぎと潤い、安全・安心のまちづくりを18の地域色を活かしながら実現していきます。

「未来へ躍動する
 国際都市 おおた」をめざして

●高齢者の就労・起業支援の実施
●元気高齢者の交流の場づくり
●健康づくりの推進
●障がい者の就労支援、ふれあい広場の実施
●（仮称）障害者総合サポートセンターの設置
●地域医療連携の推進　など

1. 地域は、そこに住み、働き、学ぶなど、その地域に関わる区民一人ひとりによって構成され、支えられています。また、地域
社会においては、人やまちへの思いやりの心と規範意識を持ち、社会的なルールを尊重することが重要です。

2. 暮らしやすいまちの実現には、区民一人ひとりの力が必要であり、この力が地域力の源です。そして、一人ひとりの力を結
びつけることで地域力はさらに強くなります。

3. 自治会・町会、事業者、団体・NPO、区など、地域を構成する様々な主体が連携・協働することによって、地域力はさらに
高まります。

4. 歴史や文化、自然環境、まちなみ、産業など、地域の特徴を活かすことで、魅力ある地域力を創造することができます。
5. 防犯・防災、福祉、子育て、教育、環境、産業、国際交流、まちの魅力づくりなど、多様化する地域課題を解決するために
は、地域力が大切です。

大田区における「地域力」の基本的な考え方

大田区10か年計画は、
平成20年10月14日、大田区議会において議決された
「大田区基本構想」に基づく計画であり、
将来像として掲げた「地域力が区民の暮らしを支え、
未来へ躍動する国際都市　おおた」の実現に向けて、
施策展開の方向を総合的かつ体系的に示したものです。

1. 区内で暮らし、学び、働く外国人、区を来訪する外国人にとって魅力的なまちであり、日本人が有する「思いやり」「おもて
なし」といった精神がまちの表情に現れている都市であること。

2. 多様な歴史、文化を有する外国人が一人ひとりの個性と能力を発揮できているとともに、多彩な交流により地域とつな
がり、地域の一員として共生が図られている都市であること。

3. 羽田空港が国際化することにより、増加する在住外国人及び外国人観光客が安心して、暮らし、訪れ、回遊できている都
市であること。

4. 海外からたくさんの外国人が訪れる区として、大田区平和都市宣言を踏まえ、世界の人と力を合わせて、大切な平和を
守る都市であること。

5. 多彩な連携により地域内産業が国際化を活かしたビジネスを展開し、地域内産業が活性化され、にぎわいある都市であ
ること。

大田区における「国際都市」の基本的な考え方

人・もの・技術を世界に送り出している大田区が、
国際都市として都市と人々をつなぐ役割を積極的に担っていきます。

海外からの玄関口として、
外国人が訪れたくなる
魅力あるまちをつくります
●日本の玄関口にふさわしい景観
形成

●新たな観光スポットの発掘
●多言語による大田区の魅力の
紹介

羽田空港の国際化を機に、
さらに高度で利便性の高い
交流機能を担う
拠点をつくります
●新空港線「蒲蒲線」等による交
通アクセスの改善

●臨海部の道路整備による交通
渋滞解消

●空港跡地におけるにぎわいのあ
る交流拠点づくり

産業の国際競争力を支え、
世界につながり、
飛躍するまちをつくります
●中小企業の海外展開支援
●環境技術の開発支援
●おおたブランドの世界への発信
●姉妹都市・友好都市交流

外国人にとって住みやすく、
働きやすいまちをつくります
●区内在住外国人への相談体制
の強化
●生活・文化交流の促進
●誰にもわかりやすいサイン整備
●（仮称）多文化共生推進プラン
の策定
●（仮称）多文化共生推進セン
ターの整備
●外国人のための日本語教室の充実
●国際理解教育の推進
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安心と魅力をそなえた都市を
次世代へと贈ります

まちの魅力と産業が
世界に向けて
輝く都市
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地域力と行政の
連携がつくる
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に、この度、基本計画を策定いたしました。ご意見、ご提案をお寄せいただいた皆様に、改めて
心より感謝申しあげます。

　基本構想に掲げる将来像「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市　おお
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～地域力・国際都市 おおた～～地域力・国際都市 おおた～

安らぎと潤い、安全・安心のまちづくりを18の地域色を活かしながら実現していきます。

「未来へ躍動する
 国際都市 おおた」をめざして

●高齢者の就労・起業支援の実施
●元気高齢者の交流の場づくり
●健康づくりの推進
●障がい者の就労支援、ふれあい広場の実施
●（仮称）障害者総合サポートセンターの設置
●地域医療連携の推進　など

1. 地域は、そこに住み、働き、学ぶなど、その地域に関わる区民一人ひとりによって構成され、支えられています。また、地域
社会においては、人やまちへの思いやりの心と規範意識を持ち、社会的なルールを尊重することが重要です。

2. 暮らしやすいまちの実現には、区民一人ひとりの力が必要であり、この力が地域力の源です。そして、一人ひとりの力を結
びつけることで地域力はさらに強くなります。

3. 自治会・町会、事業者、団体・NPO、区など、地域を構成する様々な主体が連携・協働することによって、地域力はさらに
高まります。

4. 歴史や文化、自然環境、まちなみ、産業など、地域の特徴を活かすことで、魅力ある地域力を創造することができます。
5. 防犯・防災、福祉、子育て、教育、環境、産業、国際交流、まちの魅力づくりなど、多様化する地域課題を解決するために
は、地域力が大切です。

大田区における「地域力」の基本的な考え方

大田区10か年計画は、
平成20年10月14日、大田区議会において議決された
「大田区基本構想」に基づく計画であり、
将来像として掲げた「地域力が区民の暮らしを支え、
未来へ躍動する国際都市　おおた」の実現に向けて、
施策展開の方向を総合的かつ体系的に示したものです。

1. 区内で暮らし、学び、働く外国人、区を来訪する外国人にとって魅力的なまちであり、日本人が有する「思いやり」「おもて
なし」といった精神がまちの表情に現れている都市であること。

2. 多様な歴史、文化を有する外国人が一人ひとりの個性と能力を発揮できているとともに、多彩な交流により地域とつな
がり、地域の一員として共生が図られている都市であること。

3. 羽田空港が国際化することにより、増加する在住外国人及び外国人観光客が安心して、暮らし、訪れ、回遊できている都
市であること。

4. 海外からたくさんの外国人が訪れる区として、大田区平和都市宣言を踏まえ、世界の人と力を合わせて、大切な平和を
守る都市であること。

5. 多彩な連携により地域内産業が国際化を活かしたビジネスを展開し、地域内産業が活性化され、にぎわいある都市であ
ること。

大田区における「国際都市」の基本的な考え方

人・もの・技術を世界に送り出している大田区が、
国際都市として都市と人々をつなぐ役割を積極的に担っていきます。

海外からの玄関口として、
外国人が訪れたくなる
魅力あるまちをつくります
●日本の玄関口にふさわしい景観
形成

●新たな観光スポットの発掘
●多言語による大田区の魅力の
紹介
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さらに高度で利便性の高い
交流機能を担う
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●新空港線「蒲蒲線」等による交
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●臨海部の道路整備による交通
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る交流拠点づくり

産業の国際競争力を支え、
世界につながり、
飛躍するまちをつくります
●中小企業の海外展開支援
●環境技術の開発支援
●おおたブランドの世界への発信
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外国人にとって住みやすく、
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●区内在住外国人への相談体制
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●地域力を活かした防犯活動の支援
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『おおた未来プラン10年』の
作成にあたって

　大田区は、20年後の区のめざすべき将来像を提示するとともに、区政運営の基本となる考
え方をまとめた基本構想を策定するにあたって、平成19年９月に大田区基本構想審議会を設
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についての答申をいただき、基本構想につきましては、平成20年10月14日の区議会において
議決をいただきました。
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り、平成21年度から30年度までの10か年の計画となっています。計画の作成にあたっては、
審議会答申のうち、「大田区基本計画の策定にかかる基本的考え方について」を基本に、区民
アンケート調査や意見募集、基本構想の区民意見公募手続（パブリックコメント）などでいた
だいたご意見を参考にしております。

　昨年12月に、基本計画（素案）を区民の皆様にお知らせし、広くご意見をいただくため、パブ
リックコメントを実施いたしました。また、区民の皆様から直接ご意見を伺う場として、意見交
換会を開催いたしました。区民や団体、区議会の皆様から寄せられた、多くのご意見を参考
に、この度、基本計画を策定いたしました。ご意見、ご提案をお寄せいただいた皆様に、改めて
心より感謝申しあげます。

　基本構想に掲げる将来像「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市　おお
た」の実現をめざし、区民の皆様とともに、「おおた未来プラン10年」を確実かつ着実に実施し
てまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

平成21年3月

大田区長

大田区10か年基本計画
「おおた未来プラン１０年」概要版
平成21年３月
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